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　2007年５月27日から６月３日まで神奈川県横浜
市において，会員協会代表者会議（Council of 
National Representatives / CNR），国際看護師協
会（International Council of Nursing / ICN）学
術集会ならびに規制会議が開催された。1977年の
「第16回東京大会」以来，30年振りに日本で開催
された ICN 学術集会の主催国として，日本看護
協会の皆様及び関係書の方々のご尽力により，加
盟国の109 ヵ国から約3600人の看護者が集い，大
会は成功裏に終了した1）。今回，私は ICN学術集
会（図１）で初めて示説発表を行い，他の発表や
講演会などを拝聴した。
　まず組織と会議の説明をする。ICN とは，各
国の看護師協会から成る組織で，約125の国と地
域の看護師を代表している。国際的な保健医療専
門職団体として，1899年に世界で初めて設立され
た2）。現在 ICNの本部はスイスのジュネーヴにあ
り，2005年より南裕子氏（前日本看護協会会長）
が ICN会長を務めている。CNRは，国際看護師
協会（ICN）会員協会代表者の会議で２年に１度
行われ，各国看護師協会の代表者２から３名が出
席し，ICNの今後の活動について話し合いを行う。
参加者を制限した会議ではあるが，学術集会参加
者は傍聴が可能である。
　続いて2007年６月２日から６月３日まで，規制
会議が行われた。これは看護と助産の規制（免許
交付・更新や看護教育等）に関する経験・情報等
を共有するための機会として位置づけられてい
る。ICN，国際助産師連盟（ICM），各国看護師
協会規制担当者，政府規制担当者，看護の規制担

当者（一般）の参加により構成され，英語で行わ
れる。
　ICN 学術集会について説明する。５月29日の
開会式は調和をテーマに美しく華やかに開始さ
れ，各国の参加者から感嘆の声が聴かれた。また
５月31日夜に催された JNA（日本看護協会）主
催のレセプションには美智子妃殿下の臨席を賜
り，最終日の６月１日には，かねてより看護と助
産に関心の高いヨルダンのモナ皇女のセッション
講演及びご臨席のもと，閉会式が挙行された。
　今回のテーマは，“Nurses at the Forefront: 
Dealing with the unexpected”（最前線の看護者
たち：予期せぬ事態に立ちむかう）であった。近
年の津波や洪水による災害や，紛争など予期せぬ
事態に看護師ら医療職種がいかに対応しているの
かについて，テーマに沿った基調講演，演題発表，
示説発表のほか，セミナー，シンポジウム等があっ
た。その中から看護
実践の現実を明らか
にすること，予期せ
ぬ事態に立ち向かう
看護師の専門知識を
認識することを目的
に開催された。公用
語は英語で，大会場
や一部の会場では，
日本語，英語，フラ
ンス語，スペイン語
の同時通訳が行わ
れ，それ以外にも日
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図１　ICN会場
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本語，英語，フランス語，スペイン語で案内する
ボランティアスタッフや，会場の運営にあたるス
タッフなど，多くの方々が協力し運営されていた。
国際学会ではあったが会場も日本語表記されてお
り日本語が通じたこともあって，安心して広い会
場を回ることができた。
　ICN 学術集会に参加するためには，自分で
ICN ホームページ（英語・フランス語・スペイ
ン語）から申し込む方法もあるが，日本看護協会
のホームページに掲載してある日本の旅行会社に
手続きを依頼する簡便な方法もある。また発表申
し込みには，ICN 会員（日本看護協会会員）で
あることが必要であり，発表申し込み（abstract）
の締め切りは，約10 ヶ月前（2006年９月15日）
であった。ICN 学術集会登録料も４ヶ月前まで
に支払うと割引があるが，当日登録も可能である。
　プログラムに関しては，ICN：Conference and 
CNR の公式ホームページ3）を見ていただきたい
が，日本看護協会もホームページに訳して掲載し
ている2）。
　会場は17に分かれ，そのうち２つの会場で同時
通訳が行われていた。それ以外にフランス語やス
ペイン語が主の会場も設けられていた。分科会，
シンポジウム，ポスターの各セッションの主な
テーマは，「臨床実践」「汎発流行性疾患，流行性
疾患，突発的危機，災害」「看護・保健政策とサー
ビスマネジメント」「看護教育」「看護・保健医療
研究と情報科学」「倫理・価値・知恵」「仕事と労
働環境問題」など，多岐にわたり各国の状況に基
づく発表が行われた。特にシンポジウムなどの質
疑応答時には，質問者がマイクに列をなし時間切
れになる場面や，拝聴した感想，自国の状況を述
べるなど活発に話し合われていた。また展示コー
ナーでは，各国や各組織（大学や看護協会など）
が展示品などを出し，自分たちの活動を報告して
いた。日本では，各県の看護協会の協力を得てお
茶のお点前や浴衣の着付けをしたり，和の小物（手
ぬぐいや和紙で作られた物など）を配ったりして
いた。ちょっとしたショッピング感覚で各展示
コーナーを回り，楽しく過ごすことができた。
　次に私自身の示説発表について説明する。テー

マは「臨床実践」で提出した。発表論文題名は，
An analysis of the decision making process 
between patients, families and nurses in a 
hospice setting: an investigation on the 
applicability of game theory（ホスピスにおける
患者，家族，看護師間の意思決定過程の分析：ゲー
ム理論を援用しての調査）である（資料１）。
　ポスター発表のサイズは，横×縦が90㎝×200㎝
であり，発表の手法という視点から，次の発表に
向けての示唆を得た。私のように英語を母国語と
しない者が理解できるポスターに必要な情報の量
と質，形態（図表の活用）の検討が必要である。
そして見学者も英語を母国語としない者も多いた
め，ポスター発表内容を縮小したものなどを事前
に準備・配布して理解を深めてもらうなど工夫が
必要である。私自身も示説会場を歩き，何か興味
をひくポスターを探す。遠くから見た目の良いポ
スターに近づき，それからポスターの内容を読む。
わかりやすい図表を使用した表現のポスターが印
象に残る。
　見学者は世界中から参加しており，各々の背景
が異なる。医療システム，衛生レベル，抱える問
題点など全く異なり，真に理解することは非常に
難しい。日本国内で発表する時には共通認識して
いる文化や国の状況を説明することにより，論文
のテーマや問題点が伝わり易い。私自身の発表を
振り返ると，ホスピスのこと，患者，家族，看護
師間の意思決定を尊重する必要性は世界中に共通
と考えるが，何を第一義としているかは国によっ
て違う。言語の違いによる意思伝達の難しさより
ももっとゲーム理論を応用する意味づけそのもの
を，他国の研究者に伝えることが難しかった。
　最後にアフリカから参加した一人が「１週間で世
界の国々を廻った」と話していた。本当に様々な国
や地域の方たちの話を見聞きし，世界の医療，看
護の現状に多少なりとも触れる貴重な時間を得た。
　次回は2009年６月に南アフリカのダーバンで開
催される。横浜にも南アフリカから多くの看護師
らが参加していた。今から２年の間に世界で何が
起こるか予期せぬ出来事の連続であろうが，ダー
バンでの再会を約束した。
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